
４）圏域での環境バランスを
常識に

都市構造転換へ
空間リサイクルの発想を



Okayama city: about 100 years ago

かつての循環型（により近かった）社会・・・・



Okayama City: Now



Figure 1. Territory of each han (1664)



Figure 2. Sustainable population in each han



Figure 3. Pattern of environmental load ratio



エコロジカルフットプリントで環境バランスを評価

①耕地（食物、動物飼料等）
②牧場（肉、乳製品等）

③森林（材木、製紙材料等）
④都市的土地（住宅、工業、幹線交通用地）

⑤森林（二酸化炭素吸収）
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各都道府県の
総環境負荷量と総環境対応量の算出結果
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純超過フットプリントと地方交付税

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

-250,000,000 -200,000,000 -150,000,000 -100,000,000 -50,000,000 0 50,000,000 100,000,000 150,000,000
純超過フットプリント金額(百万円)

地方交付税(百万円)

北海道

兵庫　福岡

埼玉

大阪

愛知　神奈川

東京

千葉

地方交付税大
純超過フットプリント小



岡山市

灘崎町

岡山市

早島町

牛窓町

清音村

倉敷市

山手村

邑久町

長船町

瀬戸町

山陽町

岡山市

熊山町

御津町

赤坂町

活動総人口減少メッシュの土地利用変化(S60-H7)

一部の郊外で一部の郊外で
開発が進行し開発が進行し
ているている

● 自然的土地利用率増加
▲ 変化なし
× 自然的土地利用率減少

実際に自然に再生されている実際に自然に再生されている
地区は地区は存在しない存在しない



空間リサイクルの一般化へ

分類分類11（建設中）（建設中） 分類分類22（売り出し・貸し出し中）（売り出し・貸し出し中）

分類分類33（空家）（空家） 分類分類44（空地）（空地）



未利用地はどうなったか：コンパクト化の素地はある
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